

































































































































































































































































米 3,586,602 3,773,549 48.73%
大麦  	522,328   	26,740 95.13%

































































































































順位 道府県名 男 女 計
1 大阪府 82.0 39.0 61.1
2 京都府 54.3 26.0 40.2
3 東京府 39.3 24.3 31.9
4 北海道 39.4 20.8 30.8
5 高知県 42.5 16.1 29.7
6 兵庫県 41.8 15.9 29.0
7 神奈川県 29.5 15.3 22.6
8 富山県 29.4 15.9 22.5








順位 道府県名 男 女 計
1 沖縄県 3.0 1.4 1.9
2 埼玉県 3.5 1.5 2.5
3 山梨県 3.6 1.8 2.7
4 栃木県 4.4 1.8 3.1
5 熊本県 5.1 1.7 3.4
6 群馬県 4.0 3.1 3.5
7 茨城県 4.8 3.0 3.9



































































































順位 死因（中分類） （‰） 死因（中分類） （‰） 死因（中分類） （‰）
1 肺炎及気管支肺炎 171.4 肺結核 101.1 肺結核 152.4
2 脚気 109.7 肺炎及気管支肺炎 98.7 肺炎及気管支肺炎 105.9
3 下痢及腸炎 92.2 脚気 78.7 下痢及腸炎 84.9
4 肺結核 82.4 流行性感冒 74.1 腎臓炎及ブライト氏病 66.0
5 脳出血及脳軟化 49.6 下痢及腸炎 67.7 脳出血及脳軟化 58.1
6 腎臓炎及ブライト氏病 47.2 脳出血及脳軟化 52.3 脚気 45.7
7 流行性感冒 37.4 腎臓炎及ブライト氏病 45.3 畸形及先天性弱質 38.3
8 畸形及先天性弱質 37.1 不明の診断 40.7 脳膜炎 37.7
9 心臓の器質的疾患 31.9 畸形及先天性弱質 36.4 癌 31.4






















都市名 （道府県名） 脚気死亡割合 米騒動発生日 軍隊の出兵日
1 大阪市 （大阪府） 81.9 8/11～17 8/12～17
2 門司市 （福岡県） 70.3 8/15～16 8/16
3 下関市 （山口県） 64.2 8/16 8/16
4 神戸市 （兵庫県） 59.8 8/11～14 8/13～20
5 京都市 （京都府） 57.7 8/10～12 8/11～13
6 函館（区） （北海道） 57.5 ─ ─
7 横須賀市 （神奈川県） 54.9 8/15～16 ─
8 和歌山市 （和歌山県） 53.3 8/13～14 8/14
9 富山市 （富山県） 52.9 8/8，10～14，16～17 ─













































だ い こ ん が し
根河岸，魚




















































































































内地米 米麦混用 時々麦混用其他 時々残飯うどん等 合計
人数 百分率 人数 百分率 人数 百分率 人数 百分率 人数 百分率





































































































































































（70）	 ちなみに成人男子が重労働を行う場合，１日約3000kcal 以上が必要とされている。米１合を約500kcal 強と
すると，米だけでカロリーを摂取する場合，１日約６合が必要となる。これは茶碗約12杯分に相当する。
（71）	「米価の暴騰に就きて」（『京都日出新聞』1919年６月４日）の記事に関しては，神戸大学電子図書館システ
ム・新聞記事文庫を利用した。
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５．おわりに
本稿では，第一に，脚気統計を分析することにより，日本の米を中心とする食文化につ
いて数量的に考察した。当時の都市と農村では，脚気の死亡割合に非常に大きな差があっ
た。それだけ，都市と農村では，その食生活に，大きな違いがあったのである。また同じ
都市でも，西日本の方が，東日本よりも脚気の死亡割合が高かった。やはり，食生活の違
いが窺える。また漁業従事者や仲仕も，脚気の死亡割合が高かった。
脚気の死亡割合が高い地域は，米を商品として購入する地域であった。これらの地域で
は，大戦景気時には，すでにそれだけ白米を大量に食べる習慣が形成されており，米騒動
が激化したケースも多かった。脚気の死亡割合は，米騒動と短絡的に結びつくものではな
いが，米騒動の背景の一つとして，新たな視点を提示することができた。
また本稿では，第二に，残飯屋に関する行政史料や新聞史料を分析して，大戦景気によ
り，都市最貧困層の主食物が，残飯から白米へと変化したことを示した。中でも肉体労働
者は，激しい労働を行うため白米を多量に食べる傾向があった。最も貧しい層でさえ米を
食べるようになった米騒動期は，つまり日本人が史上最も米を多く食べるようになった時
代であった。米に対する需要が，かつてないほど高まっていたのである。
大戦景気による生活水準の上昇は，米騒動前年の1917年頃には，はっきりとした変化と
して現れていた。農業生産額よりも工業生産額が多くなり，乳児死亡率も大きく低下しは
じめた。また都市への人口流入が増加し，都市中間層の形成が本格的にはじまった。いわ
ば，近代から現代への変化が起きはじめていたともいえる。本稿では，1918年米騒動をそ
ういった大きな変化の中の象徴的な出来事と考え，時代の転換点として捉え直す作業を
行った。都市貧困層は，生活水準の上昇により，白米を常食化するようになっていた。だ
からこそ，米価の急騰に耐えられなくなり，米騒動に立ち上がったのである。
本稿は，残飯屋に関して，特に原田敬一による部落史研究，都市下層社会研究の成果に
依拠した。従来，部落史研究や都市下層社会研究は，日本史研究全体の中で，やや看過さ
れてきた感がある。本稿では，これら先行研究の成果を脚気統計の分析と合わせることに
より，米騒動の背景を理解するための視点・考え方の提示を行ってみた。
本研究は，もともと初等・中等教育における授業開発を念頭に置いてはじめた研究であ
り，歴史研究の成果を歴史教育につなげるため，脚注等に記した多くの先行研究を参照さ
せていただいた。この場を借りて御礼を申し上げたい。歴史学の研究成果と歴史教育とを
つなぎ，学校教育に生かせるような授業開発を行うことを今後の課題としたい。
〔付記〕本稿は，平成25年度千葉商科大学学術研究助成金による成果である。本稿作成に
あたっては，国府台学会経済研究会，在日朝鮮人運動史研究会にて，多くの方々より貴重
な御助言をいただいた。皆様方に篤く御礼を申し上げたい。
（受理日：平成26年７月18日）
（校了日：平成26年９月16日）
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〔抄　録〕
本稿では，1918年の米騒動を，大戦景気中の象徴的な出来事として，さらには日本近代
史の転換点として捉え直す作業を行った。脚気統計や残飯屋に関する史料など，従来の日
本史研究では看過されてきた感のある史料をもとに，当時の日本における米を中心とした
食文化を分析した。その結果，農村より漁村や都市，そして同じ都市でも東日本より西日
本の都市で，白米を多食する傾向があったことを示した。そして米騒動は，漁師町・港町
一帯での騒動を発端とし，西日本の都市部で最も激しい暴動となっていった。
産業革命が進行する中，白米食は都市貧困層にまで普及し，大戦景気時には，日本人が
史上最も米を多く食べる時代を迎えていた。都市では最貧困層でさえ，主食物が残飯から
白米へと変化していた。だからこそ，都市貧困層は米価高騰に不満を持ち，米騒動の担い
手になっていったのである。残飯ではなく，米を多量に食べるようになったがゆえの米騒
動，生活水準が上がったからこその米騒動であった。
